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口
(い ) 与式 = 5 +1

= 19
湖

(に) 与 式= 3 a + 3 b - at 4 b
= 2 a + 7bmmm

( 3) 9 a㎡ b ÷ (-3a ) = - 3 ab
a = 4

,
.b = -5 より

- 3ab = - 3 × 4 × -5 )

= 6m

(4) 5 式 =43- 23⑤ 形③=☆
= 2√3
m

(5) 与 式 = (3a + 5 b )(3a - 5bymmmn

(6 )

左 のグラフより、 x = 2 のとき
Y = 2 × 220 よって

= 8

-
i
O(
x の変域

O ≡ Y ≤ 8
mm



( 8 ) . Y
x = 1

. Y = -3

x = 3
,
Y = - 1)

1 3 1 x = - 1
.
Y = 3

を通 る
いい 7x x = -3

.
Y = -

1

- 3 - 1

「
19 ) 2 つのさいころを 投げたときの 出る 目 は、

6 × 6 = 36 通り
mmm

さいころ A の 目を a 、 さいに 3 B の 目 を b とする
。

このとき

つけたの 自然数 は 1 Oatb で 表 される
a = 1 のとき

10 tb が 4 の 倍数 ⇒ b = 2
,
6 の 2通り
m

a = 2 のとき

20 tb が 4 の倍数 ⇒ b = 4 の 1通 り
…

a = 3 のとき

30 tb が 4 の倍数 ⇒b = - 2
,
6 の 2通り
～

. a = 4 のとき

40 tb が 4 の倍数 ⇒ b = 4 の1通
' a = 5 のとき

50 + b が 4 の 倍数⇒ b = 2
,
6 の 2通 り
w

. θ = 6 のとき
60 + b が 4 の 倍数 ⇒ b = 4 の 1通り

…



よって lOatb が 4 の 倍数となるのは 、
2 + 1 + 2 + 1 t 2 + 1 = 9 通り

m

だから 、 求 める 確率 は

嘉 = 出
m

19) 30 個中 、
黒は 6 個 なので、 その 割合は

=まーの
最初 の 白

の
個数を x 個とすると 、 黒 50個加えた

ときの碁石 の 総数 は x + 50 であるから、 黒 の割合 は

0 ー ②

①=② と推定すると

与 =

x
+⑤⑤ )

(両辺 × 5 (x +50 )

x + 50= 250

:
: x = 200

よって 、 およそ 200
個

⑫
() 1 年生 の 度数 が 最も 大 きいのは、 23 人で 8 ~ 9時間

⇒最頻値 は= 8 . 5時間



2 年生の 度数 が 最も 大 きいのは、18 人で 7~8時間

⇒最頻値 は= 75時間

3 年生 の 度数 が最も 大 きいのは、 37人で 8 ~ 9時間

⇒最頻値 は
誓= 8 . 5時間

よって 、最頻値の 最 も 大きな学年 は 1年で

そのときの 最頻値 は 8. 5 時間
mw

(2 )

③ : 箱ひば 国 より
、

2 年生の 最り 、 値が 最も 低いので 、
正 しい

ィ : 1年生の最大値は 10 . 5時間より 少 なく 、
最小値 は 5 .

5 時間 だから、 その 差 は 5 時間
より 少 ない 。よって誤 り

ウ : 1 年生 の 第 3 四分位数 は 9
.

5 時間 だから、
データをさい 順 に 並べたときの 上位25%は 、
9

.
5 時間以上
⇒ 79 × 0

.
25 = 19

.

75 ⇒ 19人以上 は 9 .
5 時間

以上睡眠 している
一方

、

2 年生 において
、 9 . 5時間 は 第 3四分位数

~最大値の 間 にあるため 、上位 25% より 少 ない
人数が 9. 5 時間以上 の睡眠である
⇒ 66 × 0 . 25 = 16

.

5 ⇒ 16人 より 少 ない 生徒



が 9 .
5時間以上睡眠 している 、 よって 誤 り

国 : データを 、| さい順 に 並 べる

…………で41人 41 人上位データ
下位 データ 中央値

さらに 下位データを 考 えると 、

n …oon¤ー20人 20人

第 1 四分位数
よって

、
3年生 の 第 1 四分位数が 21番目であり

、箱ひげ国
から 6

.
5 時間 なので 正 しい

( 3) 睡眠時間 が 7 時間未満 の生徒 の割合に
ついて 、各学年 の累積相対度数 を 四捨五入 して

り 、数第2 位 まで
求 めると

1年生 =前 = 0 . 14
2年生 := 番= 0 . 29

3年生 :

8== 0 . 33

0
. 3370 . 29 70 . 14 なので 、睡眠時間が 7時間
末満 の 生徒の割合が 最も大 きいのは 、 3年生である



阿1 回目 に 玉 をとるのは 4 通り 、
2
回目 は 、 玉 が

1 個少 ない 状態からとるので 3 通り、
3

回目 は 、

さらに 玉が 1 個少 ない 状態 からとるので 2通り
よって 玉 の取 り 出 し 方 は

4 × 3 × 2 = 24 通り
mmm

に 5

⇒ A ( 2を U <) ⇒ 3 ⇒ B 12倍する) ⇒ 6
⇒ C (2乗 する) ⇒ 36
よって 36
…

はじめの数 を x とすると
x ⇒ A ( 2をひく) ⇒ x - 2 ⇒ B 12倍する )
⇒ 2 (x - 2) ⇒ Dl はじめの数を u く) ⇒2 (x-2 ) -x

これが 10 になるから
2 (x -2) - x = 10

⇒ 2x - 4 - x = 10
:

∴ x = 14

よってはじめの数 は 14
～

(3 ) はじめの数を x とする
( ; ) A .

D
.
B のとき

x ⇒ A ⇒ x - 2 ⇒ D ⇒ 兆 -2 ) -x = -2
⇒ B ⇒ (-2 ) × 2 = -4

よって、 志D . のとき 常にとなる



(ii ) A .
D . C のとき
x ⇒ A ⇒ x - 2 ⇒ D ⇒ (x- 2 ) - x = -2

⇒ C ⇒ (-2 )
~

= 4

よって想 D
品のとき、 常 に出 となる

(参考 )

A → D の 順 で 行うと兆 -2 ) -x = -2

となり
、
はじめの数 にかかわらず 、結果は 一2 となる

(4 ) はじめの 数 を x とする
( i ) A

.
,
C
. B のと
x ⇒ A ⇒ x-2 ⇒ C ⇒ (x - 2㎡ ⇒ B ⇒

(x -2)~× 2

よって計算結果 は 21x -2…
n

ーの

1 : :) B. C .
A のとき
x ⇒ B ⇒ 2x ⇒ C ⇒ (2x )~=4

x
⇒ A

⇒ 4 x-2

よって 計算結果 は 4x
~
- 2

mmm

ー②

① = ② だから
2 (x - 2)~= 2 ( 2x

~
- 1 )

⇒ x( -2)
~
= 2x ー 1

⇒ x ー 4x + 4 = 2x- 1

⇐ -ピ- 4x +5 = 0

⇒ x
+

4 x- 5 = 0

⇒ (x + 5 )(x - 1 ) = 0

:
. x = -5

.
1 よって - 5

.
1

mm



出 A駅 から 3000 m → A駅 と B駅 の 間
A駅 から B駅 まで 12分 で 4800 m進んだから
速さは

4800 ÷ 12 = 400 m/分
よって

、

3000m進むのにかかる 時間 は
3000 ÷ 400 =5 分

= 7 五分
上分 = 30秒 より 7分 30秒後mmn

(2 )

x = 16 , 17 , 1 8 のとき 、

} 2400m
電車 は B駅 → C駅 に

ふ 向 かっているる

5分 で 2400m 進むからら

羹 速 さは
2400 ÷ 5 = 480 m/分

～
5分

よって 1 分 ごとに 480m進 むから
x = 15 ⇒ Y = 4800 2 + 480

x = 16 ⇒ Y = 52802 +480
x = 17 ⇒y = 5 ' 760
x = 18 ⇒ φ= 6240

d +480
よって志



(3 ) ①

この 点 より 電車 Q のグラフは 、

グラフが右側 ① のグラフより 負きがり 、さく

) ¤ ②のグラフより 傾 きが 大きい
⑧

この点 より
グラフが また、順 きが 速 さを表して

妄 左側
いることに 注意 する

① のとき

電車 Q のグラフの 変化 の 割合 に 傾き ) は

Y の増加量
=

12 _

480
℃
0

= 84800 = 600x の増加量

② のとき

電車 Q のグラフの 変化 の 割合 に 傾き ) は

Y の増加量
x の増加量

= 207℃℃
=
, 67200= 450

よって 電車 Q の速 さは 、 分速450
mg

より 速 く 、分速600
mmより 遅 い



(4 )

電車 R の 電車 P のグラフ (15x ≡20 )

グラフ。 の 式 を = ax + b とおくと

…歩
( 15

,
4800 )

,
(20 , 7200 )

を通 るから
4800 = 15 a + b ー①

ー 7200 = 20atb②
-2400 = -5a

15 24

:
. a = 480

a = 480 を ② に代入 して

7200 = 20 × 480 th : b = - 2400
よって Y = 480x- 2400
mmm

～ー

電車 R のグラフの 式を = mx +n とおくと 、 ( 14,7200)、
2( 4

,
4000 ) を通 るから

7200 = 14mt n ー ③
ー ) 4000 = 24 m tn ー④

3200 = - 10m

. . m = - 320

m == 320 を ③ に代入 して

7200 = 14 × (-320 ) th in = 11680

よって Y = - 320 x+ 11680
w

ー@

すれ 違 った 時間 は ⑦⑩ を連立して 解 けば良い
⑦ を⑨ に代入 して



480x - 2400 = - 320x + 11680

② 800x = 14080

i …x =
14℃)」 160で約分

=誓
= 173

ここで

× 5
” (
」

1分 → 60秒
×5 ? = 60 ×B

5分 → ? 秒
= 36秒

よって 、 すれ 違
ったのは 8 時 17 分36
秒

盈
正五角形 の内角 の和 は

1080
180 ~× ( 5 -2) = 180 × 3

“ 食。
”

= 5400
i 13”

よって 1 つの 内角 の 大 きさは
540 ÷ 5 = 1080

～
1080 ⇒ LBAE = LCDE = 108mw

ここで 、 ABAE は正五角形 の

一辺だから
、

AB =AE



よって OABE は 二等辺角形であり 、 LABE = LAEB

: LAEBm =( 80 ' ~ - 108) ÷2
= 72÷ 2

=”

DACDE は 円 に 内接 しているから 、 向が合う
角 の 和 は 180 よって

LEACn 180- 1080
= 72m

OAGE の 内角 の 和 は 180 だから

LAGEmm = 180 ~ ー (72 + 36)
72=
mm

(2 )

OABP と OADE において

AE に 対 する 円周角 は等 しいので

LABP - LADE ー D

BC に 対 する 円周角は 等しいので
>

LPAB
=

LBECー②
m～

BE 11 CD より錯角 が等 しいので

LBEC
=

LECD ～ー③
>

DE に 対 する 円周角 は 等 しいので
LECDm = LEAD
～

ー ④



②
.③

.
④ より

∠PAB = LEAD ー⑤
①⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

OABP SOADE (証明終わり )

(3 )

LAEC は直径 に 対 する 円周角
なので 、LAEC =900原 よって OARE は 30

~

- 60- 90
~

1 の直角ニ等辺角形なので

600

く ' RE : AR : A= に 2 : 3 -⑦
6‰ ゃ RE : 6 = 1 に 冷

“ BRE = 6

よって

悲) “
⑮ 事=☆

= 23
m

また、 ⑦よ

RW : AR = 1 に

2 : AR = 43mum
洽



また 、DE に対 する 円周角 は
竿
寸 しいの

㉚ LEAD = LECD

3.「 :
. L E CD = 300

\ ) BE 11CD より 錯 ～
角

が等しいので
(
600

冷 ー 行 LECD = LCEQ
七

: :LCE Q =30
～

,
300

よって 、 JREQ において
L EQR = 180

~

- ( 30 ~+ 60 ~ )

= 900
だから

、 OREQ は 30~- 60~ -90 ~
の

直角能角形
よって
RQ : RE : QE 二 に 2 冷
m

2√3

“ RQ : 2√3 = 1 : 2

⇒ 2 PQ = 23

AR = 4分“敦
AQ = 4√3 -3
～

= 3√3
m



OACD と OAPQ において
BE 11 CD より 同位角が等しい

迠 ので

∠ ACD = LAPQ ーD
LADC =∠ AQP -②

①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ! 等 ので
OACDsOAPQ

よって

☆= AD : AR # AD : AQ= 5 : 3
～

したがって
AQm : QD = 3 : 2

3B

∞3 QD= 63
: ∴ QD =2√
mum

QR = Bより RD -Bmm

LADC は 直径 に 対 する
'
30

同周角 なので 、 LADC = 900
よって DRCD は 30

~
- 60

~

- 90
~

の 直角角形 なので
涉R: RC : CD= 1 に 2 : 3

130
s

'

3 ー 3



⇒ 3 : CD = 1:今
- : CD = 3
～

ここで AD = 33 +23 =5B

. だから 、 ACD で 平方 の定理
より

B
AC = N3 ~+遊

1

衫 =√9+ 75
ー

=「84
'

1
= 2flcmmmm

ー 3

回
し ) 三角柱 より各点 を追記する

D アン ODEF に対する

ー
4
. 三角形 がないので

〉 不一致 誤 り

ー
;

. イ OABC で 平方
の 定理 より

B B
0 F A E AC =√ 3

+

4ー
= 5 cm

!不致であるが、 DF = 40m

なので 不一致
B B

⑤ : 正 しい



ェ : AB = 4
,
DE =3 で 不一致

、

(2 )

DABCIFC より
OABCIQC

よって 求 める 体積 は

'
。 Q

OABCXQCXI
5 OABC = 王 × 3 × 4 = 6 だから

、

QC の長 さを求める
。一 ㎡ 方

3
4ノー

OPBC において 、 PB = 4 - に
3 . BC = 3

. < PBC =900

だから 、 OPBC はPB =BCの 直角 =等辺角形
、

よって

際 PC= にに巨

⇐⇒ 3 : PC = に 全: PC = 2…
m

OABCIQC で PC は OABC の 面内 にあるから
PCLQC : LPCQ = 90

~

したがって 、OQPC で平方 の 定理 より

Qc =√ 5 ~ - 3 兆)~)
“ √25 - 18
ー

二7 介



よって 求 める 体積 は

荒す =今巡

(3 )

M
\

ーッー 2

,
1 L 。 延
6

ん
。 ) ok.

( ×-
5

1
>

'

ー 3

対する平方 の 定理」

に + 3感原配)」"-v4s
=√36 + 9世

= 7
= 7
～

よって Mk =2
mm

OMLKCOMACにおいてて

LKIAC より同位角 が等 しいので
< MLK = LMAC ーの
CMKL = LMCA ー②



①② より 2 組 の 角がそれぞれ等しいので
OMLKCSOMAC

相似比は MK : MC = 2 : 7 であり 、

相似 な

国形の 面積比 は、相似比 の 2乗 に等 しいから

OMLK - OMAC = 2 ンで
= 4 : 49 ー②

M
\ OMAC と OKAC によいて

底辺をそれぞれ MCKC とすると
L7 高さが等 しいので 、面積比 は

底辺比となる 。 よって

⑤s
"

/ O MAC : OKAC = 7 : 5ー@

Aへ
5 c

ここで OMAC の 面積を S とすると 、
⑦ より

OMLK : S = 4 = -4

a 49 × 0 MLK = 4 S

∴ OMLK 44smmm
⑨ より
S : . OKAC = 7 :

⇐ 7 × OKAC = 5S : OKAC =5 s
m



したがっと
、

ん LAK は

OLAK = S - 494s -5 s

=

49 S - 45 - 35 S

49
=

49
s

=

49
× OMAC

よって OLAK の 面積は OMAC
の4億


